
⾜場からの墜落・転落による労働災害の発⽣件数が多いことから、⾜場におけ
る安全基準が再検討され、労働安全衛⽣規則が改正されるなどしました。労働安全
衛⽣規則の改正により、墜落により労働者に危険を及ぼすおそれのある箇所には⼿
すり等を設け、作業のため物体が落下することにより、労働者に危険を及ぼすおそ
れのあるときは、幅⽊、メッシュシート、防網またはこれらと同等以上の機能を有
する設備を設けることになりました。
規則改正後の⾜場は従来の⾜場に⽐べて、⾜場に設置する部材が増えましたので、
規則改正後の⾜場と従来の⾜場では、⾜場に作⽤する⾃重や⾵⼒が異なると考えら
れます。
本講演では、改正された労働安全衛⽣規則などについて説明するとともに、規則
改正後の⾜場に対応した⾜場の強度に関する検討を⾏いましたので、それらの検討
結果について報告します。
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